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11
月
12
日
、
13
日
、
秋
田
県

湯
沢
市
と
美
郷
町
を
視
察
研
修

し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
湯
沢
市
で
は
、
上う

え

の
岱た

い

地
熱
発
電
所
を
視
察
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
を

再
認
識
し
ま
し
た
。
発
電
機
１

基
で
湯
沢
市
全
戸
の
供
給
を
満

足
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

２
日
目
の
美
郷
町
で
は
、
男

女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
研
修
し
ま
し
た
。

美
郷
町
で
は
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法

の
公
布
に
基
づ
き
、
平

成
17
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
ま
で
の
10
年

間
に
「
第
１
次
美
郷

町
男
女
共
同
参
画
み

さ
と
計
画
」
を
策
定
。

「
美
郷
町
男
女
共
同
参

画
住
民
懇
話
会
設
置

要
綱
」
を
施
行
し
、
平

成
27
年
３
月
に
は
平

成
33
年
ま
で
の
「
第
２

　

10
月
20
日
、
21
日
に
東
京
の

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
に

お
い
て
、
全
国
町
村
議
会
広
報

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

20
日
に
は
、
広
報
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
小
田
順
子
氏
に
よ
る

「
議
会
広
報
誌
の
文
章　
『
伝
え

る
広
報
』
か
ら
『
伝
わ
る
広
報
』

へ
」
と
題
し
た
講
演
と
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
広
報
室
長
の
畠

田
千
鶴
氏
に
よ
る
「
思
わ
ず
手

に
取
る
、
読
み
た
く
な
る
、
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
」
と
題

し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

21
日
に
は
、
広
報
サ
ポ
ー
タ

ー
の
芳
野
政
明
氏
に
よ
る
「
優

良
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

住
民
に
読
ま
れ
る
広
報
に
す

る
た
め
、
記
事
の
内
容
を
端
的

に
示
し
た
「
見
出
し
」
の
重
要

次
み
さ
と
計
画
」
を
「
住
民
参

加
の
推
進
」
の
施
策
に
位
置
付

け
て
策
定
し
た
と
の
説
明
で
し

た
。
美
郷
町
で
は
、
行
政
を
取

り
巻
く
関
係
団
体
の
男
女
の
構

成
比
率
は
半
々
に
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

ま
ち
で
も
早
急
に
実
施
す
べ

く
委
員
一
同
意
志
を
固
め
ま
し

た
。

（
委
員
長
　
山
畑
　
祐
男
）

性
や
、
短
い
文
章
で
結
論
を
先

に
書
く
な
ど
と
い
っ
た
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
の
広
報
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
委
員
長
　
坂
田
　
一
広
）

　

講
師
は
、
編
集
・
出
版
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
芳
野
政
明
氏
。
午

前
中
は
「
住
民
に
読
ま
れ
議
会

活
動
が
伝
わ
る
議
会
広
報
誌
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し

た
講
演
で
し
た
。
午
後
は
、
県

内
4
町
村
の
議
会
広
報
ク
リ
ニ

ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
議
事
公
開
を
始

め
、
議
会
活
動
・
情
報
が
住
民

に
伝
わ
る
ま
で
が
議
会
の
仕
事

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
力
説
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
吉
岡
町

の
広
報
は
、「
レ
イ
ア
ウ
ト
、

見
出
し
な
ど
、
編
集
技
術
は
高

い
水
準
に
あ
る
。
企
画
の
充
実

や
読
み
や
す
さ
の
い
っ
そ
う
の

進
化
を
期
待
す
る
」
と
の
講
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
い
っ
そ
う
住
民
に

親
し
ま
れ
、
読
み
や
す
い
広
報

紙
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

（
委
員
長
　
坂
田
　
一
広
）

　

11
月
27
日
、
県
市
町
村
会
館

に
お
い
て
、
町
村
議
会
広
報
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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質
問
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員
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察
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の
散
歩
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

人
口
増
加
と
子
ど
も
の

環
境
づ
く
り
を
考
え
る

下
水
道
事
業
の
概
要
を
研
修

町
村
議
会

議
員
研
修
会

　

10
月
27
日
、
三
重
県
朝
日
町

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

朝
日
町
は
、
平
成
22
年
の
国

勢
調
査
で
人
口
増
加
率
が
35
・

３
㌫
と
日
本
一
人
口
が
増
加
し

た
町
で
す
。
面
積
は
５
・
99
平

方
㌔
㍍
、
現
在
人
口
は
１
万
３

６
７
人
で
す
。

　

伊
勢
湾
自
動
車
道
「
み
え
朝

日
Ｉ
Ｃ
」
が
開
設
し
、
大
都
市

や
工
業
地
帯
へ
の
交

通
の
利
便
性
が
飛
躍

的
に
向
上
。
丘
陵
地

へ
の
住
宅
開
発
を
進

め
た
た
め
、
人
口
が

増
加
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
子
ど
も
の

数
も
増
加
。
小
学
校

は
児
童
の
急
増
に
伴

い
、
逐
次
プ
レ
ハ
ブ

校
舎
を
増
築
し
対
応

し
て
い
ま
し
た
。
た

だ
し
現
行
の
人
口
が

ピ
ー
ク
で
、
今
後
は

少
子
高
齢
化
と
共
に

　

11
月
18
日
、
玉
村
町
に
あ
る

群
馬
県
下
水
道
総
合
事
務
所
と

上
野
田
農
業
集
落
排
水
処
理
場

を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　

玉
村
町
の
県
央
水
質
浄
化
セ

ン
タ
ー
は
、
県
央
地
区
10
市
町

村
の
処
理
を
行
い
、
敷
地
面
積

34
㌶
、
施
設
能
力
日
量
24
万
立

方
㍍
、
幹
線
管か

ん
き
ょ渠
約
１
４
０
㌔

㍍
、
日
平
均
流
水
量
14
万
立
方

㍍
、
接
続
人
口
約
39
万
人
を
有

す
る
施
設
で
す
。

　

汚
泥
処
理
に
関

し
て
は
、
汚
泥
発
生

量
年
間
約
３
万
３

千
㌧
、
発
生
汚
泥
は

す
べ
て
場
外
搬
出

さ
れ
、
セ
メ
ン
ト
原

料
、
法
面
緑
化
に
再

利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
処
理
能

力
で
、
十
分
に
10
市

町
村
の
処
理
を
行

っ
て
い
け
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会
主

催
の
研
修
会
が
、
10
月
30
日
、

吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
首
都
大
学
東
京

准
教
授
の
山
下
祐
介
氏
に
よ
る

「
地
方
消
滅
の
罠
（
増
田
レ
ポ

ー
ト
）
と
人
口
減
少
社
会
の
正

体
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

増
田
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
、
２

０
４
０
年
ま
で
に
全
国
の
市
町

村
の
半
数
が
消
滅
す
る
と
い
う

人
口
も
減
少
に
推
移
す
る
と
言

わ
れ
、
子
ど
も
の
数
も
減
少
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

子
ど
も
達
へ
の
環
境
づ
く
り

（
特
に
箱
物
づ
く
り
）
は
、
先

の
見
通
し
を
考
え
緻
密
な
計
画

の
中
で
実
施
す
る
必
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。

（
委
員
長
　
馬
場
　
周
二
）

　

農
業
集
落
排
水
は
、同
じ
く
、

集
落
を
単
位
と
し
た
比
較
的
小

規
模
な
下
水
道
事
業
で
す
。

　

ま
ち
は
、
汚
水
処
理
人
口
普

及
率
が
93
・
９
㌫
で
、
県
内
第

５
位
、
汚
水
処
理
率
も
89
・
５

㌫
で
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
今

回
の
研
修
を
生
か
し
た
い
。

（
委
員
長
　
岩
﨑
　
信
幸
）

波
紋
に
対
し
、
地
方
を
守
る
た

め
に
必
要
な
論
理
と
再
生
に
向

け
た
道
筋
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、
伊
藤
塾
塾
長
・
弁
護

士
の
伊
藤
真
氏
が
「
日
本
国
憲

法
の
理
念
」
と
題
し
、
講
演
し

ま
し
た
。

　

日
本
国
憲
法
の
基
本
理
念

は
、
憲
法
13
条
前
段
に
あ
り
、

「
す
べ
て
の
国
民
は
、
個
人
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
」
根
本
的
価

値
は
こ
こ
に
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し

ま
す
。

（
議
長
　
岸
　
祐
次
）

県央水質浄化センター（玉村町）

吉岡町文化センターで研修
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重
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玉
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幼保一体化施設「あさひ園」
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